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令和6年8月21日発行 第175号

開
会

　

司
会
・
坂
本
理
事
、
書
記
・
野
元
理
事

会
長
挨
拶　
本
山
会
長

区
長
挨
拶　
岸
本
区
長

会
員
表
彰

開
会
宣
言　
本
山
仮
議
長

定
足
数
の
報
告

　

中
平
理
事
か
ら
「
当
日
出
席
者
86
名
、

委
任
状
１
２
３
４
名
、
議
決
権
行
使
書

２
５
３
名
、
合
計
１
５
７
３
名
」
と
の

報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
本
山
仮

議
長
か
ら
総
会
の
成
立
が
宣
言
さ
れ
た
。

議
長
選
出

　

会
長
一
任
の
声
に
よ
り
本
山
仮
議
長

が
古
結
理
事
を
指
名
。

監
事
報
告

　

大
和
監
事
が
「
本
総
会
の
招
集
決
議

及
び
会
員
へ
の
総
会
通
知
の
招
集
方
法

は
、
法
令
及
び
定
款
に
基
づ
き
、
適
正

に
行
わ
れ
て
い
る
」
と
の
報
告
。

議
事　
報
告
・
第
１
号
議
案

　

安
藤
常
務
理
事
か
ら
「
令
和
５
年
度

事
業
報
告
」
と
「
令
和
５
年
度
決
算
書

類
の
承
認
の
件
」
に
つ
い
て
の
説
明
に

続
き
、
榎
本
監
事
か
ら
「
令
和
５
年
度

の
監
査
報
告
」
に
つ
い
て
「
監
査
報
告

書
の
と
お
り
決
算
書
類
は
適
正
」
と
の

報
告
が
あ
り
、
本
議
案
は
採
決
の
結
果
、

会
長
へ
の
委
任
状
の
数
及
び
議
決
権
行

使
書
に
よ
る
賛
成
を
合
わ
せ
て
、
過
半

数
の
賛
同
を
得
て
承
認
さ
れ
た
。

　

議
事
終
了
・
理
事
紹
介　

議
事
終
了
後
、

古
結
理
事
が
議
長
を
解
任
さ
れ
た
。

閉
会
宣
言　
古
谷
副
会
長

令
和
６
年
度
会
員
表
彰

　

表
彰
式
に
は
５
名
が
参
加
し
、
本
山

会
長
か
ら
感
謝
状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

表
彰
対
象
者
31
名
（
敬
称
略
）

●
高
円
寺
地
区
（
７
名
）

　

池
田 

勝
雄
・
笠
川 

美
智
子
・
浅
海 

清　
　

　

小
峯 

重
信
・
吉
武 

正
禮
・
吉
田 

善
次

　

植
原 

多
惠
子

●
和
泉
下
高
地
区
（
９
名
）

　

広
瀬 

玲
子
・
町
田 

一
幸
・
小
島 

秀
子

　

古
川 

葉
月
・
斉
藤 

潤
子
・
鈴
木 

正
之

　

関
下 

ミ
ツ
子
・
谷
津 

衛
・
森
山 

昌
彦　
　

●
阿
佐
谷
地
区
（
６
名
）

　

福
田 

房
枝
・
宇
都
野 

正
朔
・
安
達 

良
悳

　

宮
里 

英
松
・
西
村 

賢
司
・
小
林 

金
雄

●
荻
窪
地
区
（
１
名
）

　

小
池 

栄
子

●
井
荻
地
区
（
２
名
）

　

福
山 

知
良
・
萩
原 

武
重

●
高
井
戸
地
区
（
６
名
）

　

松
井 

誠
一
・
濵
田 

睦
美
・
角
田 

文
夫

　

平
田 

陽
子
・
沼
澤 

朝
雄
・
新
井 

康
允

※
会
員
表
彰
基
準
…
基
準
日
（
令
和
６
年

　公益社団法人杉並区シルバー人材センター『第14回 
定時総会』が令和6年6月25日午後1時30分からセシオ
ン杉並ホールで開かれました。議案「令和5年度決算
書類の承認の件」が承認されました。

　

昨
年
度
策
定
し
た
向
こ
う
３
年
間
の
中

期
計
画
・
第
二
次
れ
い
わ
ラ
イ
ジ
ン
グ
プ

ラ
ン
の
２
年
目
と
な
っ
た
令
和
５
年
度
は
、

社
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
５
月
に
は
第
５

類
と
な
り
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
及

ぼ
す
影
響
も
徐
々
に
薄
れ
、
受
託
事
業
に

お
い
て
は
、
ほ
ぼ
コ
ロ
ナ
流
行
前
ま
で
に

回
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
３
年
間
は
、
セ
ン
タ
ー
運
営

に
お
け
る
課
題
の
抽
出
や
検
証
に
取
り
組

む
良
い
機
会
と
な
り
、
経
営
に
お
い
て
も

費
用
対
効
果
を
重
視
し
た
事
業
計
画
の
策

定
や
効
率
的
な
運
営
組
織
の
確
立
な
ど
将

来
的
な
経
費
節
減
に
取
り
組
み
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
即
し
た
新
し
い
セ
ン
タ
ー
運

営
の
基
礎
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
に
お
け
る
事
業
毎
の
経
費

の
支
出
状
況
の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

詳
し
く
は
、
さ
き
に
令
和
６
年
５
月
末
現
在

在
籍
し
て
い
る
全
会
員
へ
送
付
し
ま
し
た
定

時
総
会
の
参
考
書
類
、
ま
た
は
セ
ン
タ
ー
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

① 

就
業
機
会
提
供
事
業・② 

労
働
者
派
遣
事
業

　

東
京
し
ご
と
財
団
と
の
連
携
に
よ
る
就

業
開
拓
事
業
の
取
組
も
最
終
年
と
な
り
ま

し
た
が
、
直
接
雇
用
し
た
就
業
開
拓
員
と

と
も
に
組
ん
だ
就
業
開
拓
チ
ー
ム
に
よ
る

就
業
開
拓
に
よ
り
、
杉
並
区
の
高
齢
者
就

業
に
係
る
市
場
の
把
握
に
努
め
、
区
内
事

業
所
等
へ
の
積
極
的
な
営
業
活
動
を
広
く

展
開
し
た
こ
と
で
、
労
働
者
派
遣
事
業
は

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
事
業
収
益
を
大
き

く
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

③ 

調
査
・
研
究
事
業 

　

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
的
と
し
て
、
民
間
・

家
庭
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
植
木
剪
定
・

マ
ン
シ
ョ
ン
共
用
部
清
掃
・
家
事
援
助
サ
ー

ビ
ス
等
の
発
注
者
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ

ガ
キ
に
よ
る
利
用
者
の
満
足
度
調
査
を
実

施
し
、
い
ず
れ
も
90
点
以
上
の
高
い
評
価

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

杉
並
区
か
ら
受
託
し
た
公
共
業
務
で
は
、

９
件
の
年
間
継
続
業
務
に
つ
い
て
杉
並
区

業
務
履
行
評
価
制
度
に
よ
る
評
価
を
受
け
、

そ
の
内
５
件
の
業
務
に
つ
い
て
は
95
点
以

上
の
優
良
の
評
価
を
得
ら
れ
、
そ
の
他
の

業
務
に
つ
い
て
も
、
80
点
以
上
の
良
好
の

評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
次
年
度
の
継

続
契
約
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

④ 

相
談
事
業

　
会
員
の
就
業
上
の
ト
ラ
ブ
ル
や
相
談
事
に

は
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を
し
ま
し
た
。

令和5年度　収支決算　　　　　　　    　　　 　   （単位：円）

収益（収入） 当年度 前年度
受託事業収益 791,259,628 814,150,785

 受取配分金 781,138,477 736,349,066
 受取材料費 7,765,124 8,984,062
 受取事務費 92,389,830 68,817,657

労働者派遣事業等受託収益 5,534,655 3,804,356
正会員受取会費 5,103,000 5,198,000
受取連合交付金 21,011,000 17,474,000
受取区補助金 122,600,000 126,625,159
受取自動車安全装置支援事業助成金 200,000 400,000
特定資産受取利息・雑収益 384,108 116,832
A　収益（収入）合計 1,036,126,194 967,769,132

費用（支出） 当年度 前年度
受託事業 786,851,869 743,253,471

 支払配分金 781,138,477 736,349,066
 支払材料費 5,713,392 6,904,405

①就業機会提供事業 83,675,988 77,632,337
②労働者派遣事業 278,584 179,817
③調査研究事業 153,899 119,348
④相談事業 21,000 5,700
⑤研修・講習事業 56,000 28,547
⑥普及啓発事業 3,021,059 4,141,176
⑦社会参加等支援事業 924,066 1,082,128
⑧安全就業等推進事業 4,282,027 3,562,289
　共通（事業費） 109,801,615 101,807,255
　管理費 41,948,023 42,312,379
B　費用（支出）合計 1,031,014,130 974,124,447
当期経常増減額　A-B 5,112,064 △ 6,355,315
当期経常外増減額 0 0
当期一般正味財産増減額 5,112,064 △ 6,355,315
一般正味財産期首残高 103,314,018 109,969,333
一般正味財産期末残高 108,726,082 103,614,018

令
和
５
年
度　

事
業
報
告
と
決
算

ま
た
、
未
就
業
会
員
に
対
す
る
相
談
会
の
実

施
や
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
就
業
紹
介
を
展
開
し
、

新
た
な
就
業
会
員
の
増
加
に
努
め
ま
し
た
。

⑤ 

研
修
・
講
習
事
業

　

東
京
し
ご
と
財
団
主
催
事
業
の
技
能
支

援
講
習
会
や
独
自
の
就
業
支
援
講
習
会
を

開
催
し
、
会
員
の
技
能
習
得
に
努
め
る
と

と
も
に
、
就
業
前
の
研
修
等
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
適
正
就
業
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

⑥ 

普
及
啓
発
事
業

　

新
規
会
員
の
入
会
促
進
と
受
注
拡
大
を

図
る
た
め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を

３
月
末
）
に
会
員
歴
10
年
以
上
か
つ
85

歳
に
達
し
て
い
る
会
員
。

公益社団法人
杉並区シルバー人材センター

第14回　定時総会

刷
新
す
る
と
と
も
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
か
ら
の
入
会

申
し
込
み
が
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま

し
た
。
ま
た
、
す
ぎ
丸
時
刻
表
へ
の
入
会

案
内
広
告
や
区
内
小
学
校
全
児
童
に
配
布

す
る
情
報
紙
に
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
広
告
を
掲
載
す
る
な
ど
、
的
確
な
対

象
へ
の
広
報
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

⑦ 

社
会
参
加
等
支
援
事
業

　

令
和
４
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
新

た
な
地
域
活
動
も
２
年
目
と
な
り
、
各
地

区
の
活
動
体
制
が
安
定
し
地
区
の
特
色
を

生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
に
よ
り
地

区
内
の
会
員
間
や
地
域
住
民
と
の
交
流
の

輪
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑧ 

安
全
管
理
就
業
等
推
進
事
業

　

安
全
は
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
お
い
て
何

よ
り
優
先
す
る
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
、

安
全
管
理
委
員
会
の
機
能
拡
充
の
た
め
に

委
員
会
運
営
規
則
を
改
正
し
、
日
常
的
な

安
全
就
業
の
啓
発
の
た
め
に
、
安
全
就
業

必
携
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
改
訂
し
、
就
業
の

際
に
必
携
す
る
会
員
手
帳
に
組
込
み
、
全

会
員
へ
配
布
す
る
と
と
も
に
、
日
々
の
就

業
に
お
け
る
携
行
を
徹
底
し
ま
し
た
。 表彰式にて左から谷津衛・植原多惠子・古川葉月・

宮里英松・小林金雄（敬称略）
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和
田
堀
地
区

童
心
に
返
っ
て
う
ど
ん
打
ち

　

参
加
者
が
実
際
に
体
験
す
る
イ
ベ
ン
ト

﹃
み
ん
な
で
楽
し
く
う
ど
ん
打
ち
＆
試
食
﹄

を
４
月
18
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
セ

シ
オ
ン
杉
並
の
料
理
室
で
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
会
員
、
非
会
員
合
わ
せ
て
17

名
。
開
催
の
き
っ
か
け
は
、
地
区
委
員
会

議
で
Ｎ
委
員
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
中

断
す
る
ま
で
う
ど
ん
打
ち
を
楽
し
ん
で
い

た
と
伺
っ
た
か
ら
で
す
。
出
席
者
の
脳
裏

に
足
で
う
ど
ん
粉
を
踏
む
シ
ー
ン
が
浮
か

ん
だ
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
当

日
は
う
ど
ん
粉
を
捏
ね
伸
ば
し
、
踏
み
つ

け
、
そ
し
て
寝
か
せ
る
と
い
う
初
め
て
の

体
験
に
参
加
者
全
員
が
童
心
に
返
っ
た
よ

う
で
し
た
。
肝
心
の
出
来
上
が
り
は
一
寸
、

不
格
好
な
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
味
は

及
第
点
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
お
話
し
た
こ

と
の
な
か
っ
た
方
た
ち
と
笑
い
合
っ
た
り
、

シ
ン
プ
ル
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
微
妙
に

し
て
深
遠
な
コ
ツ
が
あ
る
工
程
に
「
上
手

く
い
か
な
い
な
あ
」
と
首
を
捻
っ
た
り
と
、

こ
れ
ま
で
と
趣
向
の
変
わ
っ
た
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
（
理
事　

古
谷
）

高
円
寺
地
区

　
シ
ル
バ
ー
高
円
寺
寄
席

　

令
和
6
年
度
第
一
回
目
の
地
区
活
動
イ

ベ
ン
ト
は
、
5
月
30
日
ゆ
う
ゆ
う
高
円
寺

東
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
ベ
テ
ラ
ン
噺
家
さ
ん
二
人
に
よ
る
「
落

語
」
と
三
味
線
太
鼓
で
、
女
性
二
人
の
寄

席
囃
子
は
本
格
的
で
し
た
。

地
区
活
動
報
告

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
以
下「
セ

ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
に
入
会
す
る
と

き
に
、
皆
さ
ん
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
の
就
業
は
、
就
業
日
数
・
時

間
や
収
入
を
保
証
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う

説
明
を
受
け
、
そ
の
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
入

会
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
の
際
に
、

杉
並
区
か
ら
受
託
す
る
特
定

の
業
務
に
つ
い
て
は
、
原
則

４
年
間
ま
で
と
い
う
規
定
に

基
づ
き
就
業
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
就
業

に
つ
い
て
は
、
そ
の
仕
事
が

複
数
年
に
わ
た
っ
て
受
託
で

き
る
と
い
う
保
証
は
な
く
、

あ
く
ま
で
そ
の
仕
事
の
受
託

期
間
（
業
務
委
託
契
約
期
間
）

内
に
限
る
こ
と
と
な
り
、
最

長
で
も
当
該
年
度
末
ま
で
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
皆
さ
ん
と
セ
ン
タ
ー

の
間
で
の
就
業
契
約
に
つ
い
て
も
、
そ

の
お
仕
事
の
契
約
期
間
内
と
な
り
ま
す

の
で
、
杉
並
区
か
ら
受
託
す
る
年
間
継

続
業
務
も
、
最
長
で
も
当
該
年
度
の
終

了
を
も
っ
て
一
度
終
了
し
、
翌
年
度
も

継
続
し
て
受
託
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に

は
、
そ
の
仕
事
の
就
業
契
約
を
更
新
す

る
と
い
う
形
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新

法
の
施
行
に
伴
い
、
こ
れ
ら

の
契
約
行
為
に
関
し
て
、
就

業
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ
の
明

示
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す

の
で
、
改
め
て
就
業
期
間
に

つ
い
て
は
、
最
長
で
も
一
年

度
単
位
で
取
り
交
わ
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
度
会
費
に
つ
い

て
は
、
新
年
度
開
始
と
な
る

４
月
１
日
時
点
で
会
員
登
録

さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
と

き
に
就
業
し
て
い
る
就
業
し

て
い
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
納

付
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運

営
に
お
い
て
重
要
な
財
源
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
納
付
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

就業期間のはなし
～就業はその仕事の受注がなければ発生しません～

そば打ち

出来上がり

●
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法

　

昨
年
５
月
12
日
に
「
特
定
受
託
事
業
者

に
係
る
取
引
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律

（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
）」
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
が

安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
る
も
の
で
、
令
和
６
年

11
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）
の
会
員
も
「
請

負
・
委
任
」
の
形
態
で
就
業
さ
れ
る
場
合
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
該
当
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
セ
ン
タ
ー
と
会
員
の
関
係
に
は
、
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
が
適
用
さ
れ
る
（
図
１

参
照
）
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
セ
ン
タ
ー

と
し
て
対
応
で
き
る
準
備
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
業
務
へ
の
主
な
影
響

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
が
施
行
さ
れ
る
と
、

セ
ン
タ
ー
は
、
業
務
委
託
す
る
会
員
に
対

し
て
、
就
業
条
件
（「
委
託
す
る
業
務
の
内

容
」「
報
酬
の
額（
配
分
金
）」「
支
払
日
」等
）

の
明
示
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

●
対
応
方
針

　

就
業
会
員
へ
の
就
業
条
件
の
明
示
は
、
事

務
処
理
を
円
滑
か
つ
効
率
的
進
め
ら
れ
る

よ
う
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
対
応
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
で
は
今
年
２
月

に
開
設
し
た
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
「Sm

ile to 
Sm

ile

（
以
下
、
ス
マ
ス
マ
）」
を
活
用
し
て

①センターのお知らせ（「みにNews」、「就業のひろば」等）を確認できます。
②最新の就業情報（週1回水曜日に更新）を確認することができ、応募も可能です。
③毎月10日頃に配分金明細を確認することができます。過去の閲覧も可能です。
④センターからの依頼内容が地図付で確認することができます。※10月頃から稼働予定。

利用料金は無料です。※インターネット接続の通信料などはご本人の負担となります。

スマスマのWEBサイト（URL：https://www.s22s.jp/）にアクセスして、
センターから発行された通知書に記載されたID・パスワードを入力してログ
インします。登録が難しい方は、スマスマ登録相談会にご参加ください。

Smile to Smile（スマスマ）Q＆A
Q1
スマスマを使うと何が
できるようになるの？

Q2
費用はかかるの？
Q3
登録はどうすれば
いいの？ 

就
業
条
件
の
明
示
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
ス
マ
ス
マ
へ
の
登
録

が
ま
だ
の
方
は
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
が

施
行
前
の
令
和
６
年
10
月
末
ま
で
に
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ス
マ
ス
マ
の

登
録
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
ス
マ
ス
マ
登
録

相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
参
加

し
て
登
録
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
ス
マ
ス

マ
講
習
会
の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
ス
マ
ス
マ
登
録
相
談
会
日
程

ス
マ
ス
マ
登
録
は
、
10
月
末
ま
で
に
お

願
い
し
ま
す
。

フリーランス新法
と

デジタル化

現行の契約方式は2段階で、本来の発注者と会員の間に直接の契約関係
が無く、会員にとってはセンターがフリーランス新法上の「特定業務
委託事業者」となります。

日　　　程 会　場　等
①  9月17日(火)　午前10時～正午

本部事務局7階702室

定員:各回10名

【申込】
9月1日から
本部事務局
☎  3317-2217

②  9月17日(火)　午後 2 時～4 時
③  9月30日(月)　午前10時～正午
④  9月30日(月)　午後 2 時～4 時
⑤10月16日(水)　午前10時～正午
⑥10月16日(水)　午後 2 時～4 時
⑦10月17日(木)　午前10時～正午　
⑧10月17日(木)　午後 2 時～4 時
⑨10月21日(月)　午前10時～正午
⑩10月21日(月)　午後 2 時～4 時

※持ち物：スマホ（タブレット可）スマスマID通知書

【図1】
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見
事
な
オ
レ
ン
ジ
の

花
が
出
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。
四
季
咲
き

の
こ
の
バ
ラ
は
、
蕾

は
深
紅
、
開
花
す
る

と
オ
レ
ン
ジ
・
黄
金

色
、
陽
差
し
を
受
け

る
と
濃
い
ピ
ン
ク
に

と
、
次
々
に
色
が
美

し
く
変
化
す
る
こ
と

で
も
有
名
だ
そ
う
で

す
。
春
と
秋
の
一
般
公
開
の
折
に
は
是
非

バ
ラ
鑑
賞
と
併
せ
て
、
校
舎
内
の
資
料
館

も
見
学
さ
れ
る
こ
と
を
お
ス
ス
メ
し
ま
す
。

（
理
事　

菊
田
）

理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

校
門
か
ら
校
舎
昇
降
口
ま
で
の
通
路
両

側
の
花
壇
に
は
、
現
在
２
０
０
株
に
ま
で

増
え
た
大
輪
の
バ
ラ
が
満
開
に
咲
き
誇
り
、

I Have a D
ream

　
　
〜
私
に
は
夢
が
あ
る
〜

1
0
7
3
3　
西
村　
碩

67
歳
で
会
社
勤
め
を
辞
め
る
と
き
、
何
ら

か
の
介
護
の
仕
事
が
や
り
た
く
て
、
介
護
職

員
初
任
者
研
修
を
ニ
チ
イ
で
終
え
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
自
分
の
資
格
で
心
身
の
不

自
由
な
方
の
外
出
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
と
い
う
仕
事
が
あ
る
の
を

知
り
ま
し
た
。介
護
事
務
所
を
探
し
た
結
果
、

少
年
や
青
年
た
ち
の
外
出
お
よ
び
登
下
校
の

介
助
を
す
る
仕
事
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ

の
間
、
6
年
間
駐
輪
場
の
仕
事
を
並
行
し
て

や
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
日
々
の
な
か
で
、

一
つ
の
想
い
が
芽
生
え
ま
し
た
。

　

朝
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
を
施
設
に
預
け
て

仕
事
に
出
か
け
る
若
い
親
、
こ
の
人
た
ち
が

駐
輪
場
に
寄
ら
な
く
て
も
施
設
の
中
に
駐
輪

場
が
作
れ
な
い
か
。
今
統
廃
合
が
進
む
公
共

施
設
を
利
用
し
て
保
育
施
設
＋
駐
輪
場
の
創

設
、
こ
の
施
設
で
は
学
校
の
送
り
迎
え
が
必

要
な
子
ど
も
に
は
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
が
施
設

と
学
校
と
の
送
迎
を
す
る
。
ま
た
、
こ
の
施

設
で
は
学
校
が
休
み
の
と
き
、
G
B
（
じ
い

さ
ん
・
ば
あ
さ
ん
）
が
子
ど
も
の
相
手
を
す

る
。
さ
ら
に
、自
宅
と
施
設
の
送
迎
も
す
る
。

こ
ん
な
施
設
が
作
れ
な
い
か
な
~
。

　

ま
だ
ま
だ
隙
だ
ら
け
の
夢
想
で
す
が
、
子

ど
も
の
好
き
な
者
が
集
ま
っ
て
こ
ん
な
仕
事

を
作
り
出
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。　

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
終
了
し
て

1
4
1
0
5

永
山　
正
美

2
0
2
3
年
7
月
、
東
京
し
ご
と
財
団
が

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
向
け
に
主

催
し
て
い
る　
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

就
業
支
援
講
習
P
C
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

養
成
講
座
」
を
受
講
。
今
ま
で
我
流
や
仕
事

仲
間
の
方
々
か
ら
途
切
れ
途
切
れ
に
覚
え
た

パ
ソ
コ
ン
、
い
つ
か
時
間
が
で
き
た
ら
講
座

を
受
講
し
た
い
と
の
希
望
が
叶
い
ま
し
た
。

5
日
間
を
ほ
ぼ
1
日
パ
ソ
コ
ン
の
前
で
過

ご
し
、
次
々
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
通
り
に
始
ま

る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
内
容
。
聞
い
て
課
題
に

つ
い
て
い
く
の
が
精
一
杯
。
最
後
の
段
階
で
、

実
際
に
講
師
に
な
っ
た
つ
も
り
で
ポ
イ
ン

タ
ー
を
持
っ
て
講
座
を
す
る
。
緊
張
感
と
と

も
に
終
わ
っ
た
後
は
充
実
感
も
味
わ
え
ま
し

た
。

　

全
く
異
業
種
の
分
野
で
は
こ
の
10
数
年
、

人
に
教
え
る
事
も
経
験
し
て
い
ま
し
た
が
、

ゆ
う
ゆ
う
館
の
玄
関
先
か
ら
三
味
線
太
鼓

の
音
曲
に
迎
え
て
い
た
だ
き
、
演
出
も
演

芸
場
そ
の
も
の
で
し
た
。
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
企
画
は
早
く
決
ま
り
、
実
施
ま
で
約
2

か
月
間
で
無
事
終
了
！
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

も
満
足
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。
今

回
の
企
画
で
心
配
し
て
い
た
事
は
、
募
集
し

て
も
お
客
様
が
反
応
し
て
い
た
だ
け
る
か

ど
う
か
で
し
た
。
2
週
間
前
に
募
集
開
始

し
た
と
こ
ろ
、
何
と
初
日
で
予
定
の
定
員

数
に
な
り
、
翌
日
も
数
件
連
絡
あ
り
、
熱

心
な
お
客
様
な
の
で
急
遽
5
名
追
加
の
盛

況
で
、
我
々
ス
タ
ッ
フ
一
同
安
堵
し
ま
し

た
。
募
集
方
法
も
「Sm

ile to Sm
ile

」
を

見
て
の
応
募
も
多
く
、
高
井
戸
や
井
荻
地

区
か
ら
の
参
加
者
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
励

み
に
な
り
ま
す
。
ま
た
楽
し
い
企
画
を
計

画
中
で
す
。

（
理
事　

渡
部
）

高
井
戸
地
区

平
和
の
シ
ン
ボ
ル

﹁
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
﹂
見
学

　

高
井
戸
地
区
で
は
５
月
８
日
、
高
井
戸

中
学
校
「
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
」
春
の
一
般
公

開
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
集
合
場

所
の
中
学
校
正
門
前
に
は
、
当
日
16
名
の

方
が
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

高
井
戸
中
学
校
の
「
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
」
の

歴
史
は
、
48
年
前
に
遡
り
ま
す
。
国
語
の

授
業
で
「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
を
読
ん
だ
生

徒
の
感
想
文
を
文
集
に
ま
と
め
、
ベ
ル
ギ
ー

に
あ
る
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
財
団
と
ア
ン

ネ
の
父
親
に
送
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
交
流
が

始
ま
り
、
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
「
ア

ン
ネ
の
バ
ラ
」
の
苗
木
が
３
株
贈
ら
れ
ま

し
た
。
20
年
前
に
結
成
さ
れ
た
サ
ポ
ー
タ
ー

ズ
（
生
徒
・
保
護
者
・
職
員
・
地
域
の
方
・

O
B
な
ど
）
の
手
で
長
年
に
渡
り
維
持
管

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
杉
並
区

の
長
寿
応
援
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
参
加
活

動
団
体
で
す
。
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る

特
定
の
活
動
（
地
区
イ
ベ
ン
ト
等
）
に

参
加
し
た
75
歳
以
上
の
方
に
は
、
１
ポ

イ
ン
ト
分
の
シ
ー

ル
を
お
渡
し
し
て

い
ま
す
。
１
ポ
イ

ン
ト
50
円
換
算
、
25
ポ
イ
ン
ト
か
ら
交

換
申
請
い
た
だ
け
ま
す
。
交
換
申
請
さ

れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
２
割
分
が
さ
さ
え
あ
い

活
動
助
成
（
長
寿
応
援
フ
ァ
ン
ド
）
に

寄
付
さ
れ
、
８
割
分
は
区
内
共
通
商
品

券
に
交
換
し
た
り
、
各
種
基
金
等
に
寄

付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
杉

並
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ポ
イ
ン
ト
の
有
効
期
限
は
３
年
度
あ

り
、
シ
ー
ル
を
集
め
て
台
紙
に
貼
っ
て
い

く
だ
け
で
す
の
で

面
倒
な
ス
マ
ホ
操

作
等
も
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
75
歳
以
上
の
区
民
で
あ
れ
ば
会

員
で
な
く
て
も
お
渡
し
で
き
ま
す
の
で
、

お
友
達
と
一
緒
に
セ
ン
タ
ー
の
地
区
活
動

に
参
加
し
て
、
流
行
り
の
「
ポ
イ
活
（
ポ

イ
ン
ト
活
動
）」を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

く
だ
け
で
す
の
で

面
倒
な
ス
マ
ホ
操

作
等
も
必
要
あ
り

長
寿
応
援
ポ
イ
ン
ト
を
ご
存
じ
で
す
か
？

地
域
活
動
で
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
よ
う
！

あ
ら
た
め
て
教
わ
っ
た
事
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。好
感
を
持
た
れ
る
6
つ
の
法
則
は
、

今
も
日
常
生
活
に
大
変
役
立
つ
も
の
で
す
。

返
事
に
困
っ
た
ら
“
お
う
む
返
し
”、
な
る

ほ
ど
！
で
し
た
。
い
つ
か
P
C
教
室
で
サ

ポ
ー
ト
的
な
仕
事
で
も
で
き
る
希
望
も
あ
り

ま
す
。

　

本
当
に
有
意
義
な
講
座
を
受
講
で
き
て
、

大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
で
は
、「
シ
ル

バ
ー
す
ぎ
な
み
」
に
掲
載
す

る
、
寄
稿
文
を
大
募
集
し
て
い

ま
す
。
打
ち
込
ん
で
い
る
趣
味

や
特
技
、
プ
チ
自
慢
を
お
気

軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、

お
知
り
合
い
の
会
員
さ
ん
で
素
晴
ら
し

い
特
技
・
趣
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。

︻
テ
ー
マ
︼
Ⓐ
趣
味
・
特
技
の
紹
介
…
い

つ
ま
で
も
元
気
に
楽
し
く
い
る
た
め

に
続
け
て
い
る
趣
味
や
特
技
。
最
近

に
な
っ
て
新
し
く
始
め
た
こ
と
。
Ⓑ

プ
チ
自
慢
…
大
き
な
声
で
自
慢
す
る

ほ
ど
の
こ
と
で

は
な
い
け
れ
ど
、

ち
ょ
っ
と
誰
か
に

聞
い
て
ほ
し
い
こ

と
・
見
て
ほ
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
飼
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
の
か
わ

い
い
寝
顔
や
お
庭
で
上
手
に
咲
か
せ

た
お
花
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
Ｏ

Ｋ
！
お
写
真
の
み
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

︻
形
式
︼W

ord

文
書
、
ま
た
は
手
書
き
。

２
０
０
~
４
０
０
字
程
度
。
写
真
が

あ
れ
ば
尚
可
。
Ⓑ
は
写
真
の
み
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

※
文
章
の
長
短
や
誤
字
・
脱
字
等
、
校

正
・
編
集
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

︻
応
募
方
法
︼「
シ
ル
バ
ー
す
ぎ
な
み
」

掲
載
希
望
・
会
員
番
号
・
氏
名
・
題

名
（
タ
イ
ト
ル
）
を
明
記
の
上
、
メ
ー

ル
（suginam

i@sjc.ne.jp

）
ま
た
は

郵
送
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

︻
掲
載
可
否
に
つ
い
て
︼
広
報
委
員
会
で

決
定
し
、
紙
面
掲
載
を
も
っ
て
発
表

に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄稿文募集



図1 根面う蝕（歯の根元のむし歯）
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←根面う蝕
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「
入
道
雲
と
ス
ピ
ー
ド
競
争
」

1
3
2
5
2
　
髙
橋
　
伸
行

　

昨
年
の
８
月
、羽
田
空
港
で
友
人
を
送
っ

た
際
、
偶
然
に
入
道
雲
と
出
会
い
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
押
し
た
一
枚
で
す
。

　

雲
の
種
類
が
10
種
類
あ
る
中
で
、
入
道

雲
は
急
な
大
雨
を
降
ら
し
た
り
し
ま
す
が
、

夏
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　

年
を
と
る
と
日
頃
、
下
ば
か
り
を
み
て

歩
く
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
時
々
は
上
を

見
て
、
積
乱
雲
の
よ
う
な
勢
い
で
こ
れ
か

ら
も
生
か
さ
れ
た
命
を
大
事
に
し
て
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
夏
の
風
物
詩
と
言
え
ば
、
花
火
・

浴
衣
・
か
き
氷
・
風
鈴
・
蚊
取
り
線
香
・

夕
立
…
な
ど
夏
の
暑
さ
を
和
ら
げ
る
も
の

が
多
い
で
す
が
、
昨
今
の
暑
さ
は
と
て
も

そ
れ
で
は
癒
さ
れ
な
い
災
害
級
の
猛
暑
・

豪
雨
の
異
常
気
象
で
す
。
こ
れ
は
地
球
温

暖
化
に
起
因
す
る
も
の
と
言
わ
れ
て
ま
す
。

温
暖
化
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
の

皆
様
の
お
役
に
立
て
ば
と
熱
中
症
対
策

グ
ッ
ズ
を
あ
れ
こ
れ
配
布
し
て
お
り
ま
す

が
、
各
自
が
体
調
管
理
を
十
分
に
し
無
理

せ
ず
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
っ
て
い
た
だ
き
た

く
思
い
ま
す
。（
広
報
委
員
長　

近
内
茂
樹
）

令和5年度　東京都58センターでの杉並区SCランキング
順位 年度末会員数（人） 就業率（％） 受託件数（件） 配分金＋賃金収入（千円） 事業収入（千円）

1 江戸川区 3,695 稲城市 96.8 練馬区 20,749 葛飾区 1,348,503 葛飾区 1,624,453
2 練馬区 3,635 小金井市 92.8 世田谷区 18,881 練馬区 1,296,927 練馬区 1,462,707
3 足立区 3,128 千代田区 92.1 大田区 18,626 板橋区 1,239,203 板橋区 1,424,785
4 大田区 3,094 福生市 91.3 足立区 17,528 江戸川区 1,226,883 世田谷区 1,393,089
5 板橋区 3,011 国立市 88.6 杉並区 15,559 足立区 1,218,846 江戸川区 1,351,069
6 葛飾区 2,863 西東京市 87.9 江戸川区 15,009 江東区 1,073,106 足立区 1,315,390
7 世田谷区 2,843 あきる野市 87.1 板橋区 14,868 世田谷区 1,030,829 品川区 1,197,627
8 町田市 2,758 瑞穂町 86.9 町田市 13,295 北区 1,019,309 江東区 1,160,307
9 杉並区 2,648 昭島市 86.5 目黒区 13,012 品川区 1,003,698 北区 1,133,792

10 八王子市 2,589 目黒区 86.2 品川区 12,876 大田区 879,360 大田区 1,088,648
杉並区 49位 67.5 12位 817,867 12位 928,978

※就業率（％）は派遣契約を除く。

「
80
歳
に
な
っ
て
も
、
自
分
の
歯
を
20
本

以
上
保
と
う
」
と
い
う
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ

ル
ニ
イ
マ
ル
）運
動
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

歯
が
20
本
以
上
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
食

べ
物
を
よ
く
噛
ん
で
美
味
し
く
食
べ
る
こ

と
が
で
き
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
厚
生
省
（
当
時
）
が
、
平

成
元
年
か
ら
８
０
２
０
運
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

運
動
が
始
ま
っ
た
当
初
の
８
０
２
０
達

成
者
は
、
10
％
に
も
満
た
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
最
近
の
調
査
結
果
で
は
、
約
50
％
（
２

人
に
１
人
）
ま
で
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
歯
を
多
く
保
つ

方
が
増
え
る
一
方
で
、
残
っ
て
い
る
歯
に
む

し
歯
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
歯
の

根
元
の
む
し
歯
「
根こ
ん
め
ん面

う
蝕し

ょ
く

」
が
増
え
て

い
ま
す
。

根こ
ん
め
ん面

う
蝕し

ょ
くは

、
露
出
し
た
歯
の
根
元
の

む
し
歯
の
こ
と
で
す
。（
図
１
）
歯
の
根
は
、

歯
肉
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
加
齢
や
歯

周
病
等
で
歯
肉
が
退
縮
す
る
と
、
歯
の
根

が
露
出
し
て
き
ま

す
。
歯
の
根こ
ん
め
ん面
は

エ
ナ
メ
ル
質
で
覆

わ
れ
て
お
ら
ず
、

柔
ら
か
い
象
牙
質

の
た
め
、
非
常
に

む
し
歯
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。

　

ま
た
、
根こ
ん
め
ん面
う
蝕し

ょ
くは
、
歯
を
取
り
囲
む

よ
う
に
進
行
す
る
た
め
治
療
が
し
づ
ら
く
、

発
見
が
遅
れ
る
と
歯
の
破
折
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
た
め
、
予
防
が
大
切
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
根こ
ん
め
ん面

う
蝕し

ょ
くの

予
防
に
効
果

的
な
２
つ
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
歯
を
磨
く
時
に
は
、
む
し
歯
予

防
に
効
果
の
あ
る
フ
ッ
化
物
（
フ
ッ
素
）
配

合
歯
磨
剤
を
寝
る
前
を
含
め
１
日
２
回
使

用
し
、
フ
ッ
化
物
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に

少
量
の
水
で
軽
く
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
、
口

の
健
康
状
態
に
合
っ
た
口
腔
管
理
を
続
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

区
で
は
、
口
の
状
態
を
把
握
し
、
か
か

り
つ
け
歯
科
医
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
る
よ

う
、
歯
科
健
康
診
査
（
成
人・後
期
高
齢
者
）

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、

受
診
券
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

い
つ
ま
で
も
食
事
を
美
味
し
く
食
べ
、

い
き
い
き
と
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
、

８
０
２
０
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

む
し
歯
予
防
に
フ
ッ
化
物
配
合

歯
磨
剤
を
選
び
ま
し
ょ
う
︒


